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１．研究目的 

	 本年度は４フレーバーQCDの有限温度相転移の研究に取り組んだ。３フレーバーと
同様に４フレーバーでもカイラル極限の相転移次数は１次であると予想されている。

さらに、フレーバー数がより大きいほど相転移の強さもより強く、より重いクォーク

質量で臨界点が見つかると予想され、これは、より少ないコストでシミュレーション

が行えることを意味している。また、４フレーバーQCDの場合、未だに正当性の議論
がある平方根化のトリックを用いることなくスタッガード型クォーク作用を扱うこと

ができるため、ウィルソン型との比較をより正確に議論することができる。以上の理

由により本年度は４フレーバーQCDの相構造をウィルソン型クォーク作用を用いて調
べることにした。 
 

２．研究成果の内容 
	 右図は、臨界点の連続外挿を行った

プロットである。縦軸は臨界パイ中間

子質量、横軸は格子間隔の２乗に比例

する量である。４フレーバーの臨界質

量は、予想通りに３フレーバーの場合

に比べて重くなる傾向が見られ、連続

極限でも有限の臨界質量が存在する

こと示唆している。また、離散化の影

響も３フレーバーとよく似た傾向を

示すことがわかった。 
 

３．学際共同利用として実施した意義 
	 有限温度 QCDの計算では、たくさんのパラメータサーチが必要となり、多大な計算
リソースが要求される。そのような状況で、本学際共同利用による支援が重要な役割

を果たした。 
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４．今後の展望 
	 ４フレーバーQCDの場合も臨界点の離散化誤差が非常に大きい事がわかった。この
不定性を取り除くためには、さらに細かい格子間隔での計算が必要となる。また、格

子作用などの改良を実施する可能性も考えられる。 
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使用計算機 使用計算機

に○ 

配分リソース※ 

当初配分 追加配分 

HA-PACS/TCA ◯ 28750 7168 
COMA ◯ 144000 72000 
Oakforest-PACS ◯ 166400 41600 
※配分リソースについてはノード時間積をご記入ください。 

 


